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熱帯林～亜寒帯林の樹木の葉量と幹の太さの量的バランス式 

～気候変動の影響予測モデルに必要な森林の葉量データを簡便に得る手段として期待～ 

 

ポイント 

● 熱帯から亜寒帯までの様々な森林を構成する 159 樹種 962 本の樹木のデータを集め、４つ

の植物機能タイプ（常緑広葉樹，落葉広葉樹，常緑針葉樹，落葉針葉樹）ごとに、樹木の幹

の太さと葉の量との量的バランスを表す式（パイプモデルのアロメトリー式＊1）を調べた。 

● 樹木の幹の断面積と葉の乾燥重量（葉重）との間の関係は、４つの植物機能タイプごとに異

なる式が得られた。これに対し、葉の面積（葉面積）との間の関係は、気候や植物機能タイ

プに無関係に一つの式で表されることが明らかとなった。 

● 樹木の幹断面積を簡便に推定する「擬似パイプモデル」のアロメトリー式を利用したことで、

熱帯から亜寒帯までの多様な森林の葉面積が一つの式で簡便に推定できる道が開かれた。 

● 森林の葉面積から炭素固定量を推定する気候変動の影響予測モデルの精度向上への応用が期

待される。 

 

論文名 Allometry of the quasi‑pipe (qPipe) model for estimating tree leaf area and tree 

leaf mass applied to plant functional types（植物機能タイプに適用した葉面積と葉

重を推定する擬似パイプ(qPipe)モデルのアロメトリー） 

研究者 隅田明洋 1、稲垣善之 2、梶本卓也 3、勝野‑宮浦眞澄 4、小見山章 5、倉地奈保子 4、宮浦

富保 6、長谷川成明 7、原登志彦 8、小野清美 8、山田雅仁 8（1京都府立大学生命環境科

学研究科、2森林総合研究所四国支所、3新潟大学佐渡共生自然センター、4平岡森林研

究所、5岐阜大学応用生物科学部、6龍谷大学先端理工学部、7山梨和英大学人間文化学

部、8北海道大学低温科学研究所） 

 

 

    

 

同時発表：京都大学記者クラブ、筑波研究学園都市記者会 







【用語解説】 

＊１）アロメトリー、アロメトリー式 

アロメトリーは日本語で相対成長関係と訳されています。個体内のある部分のサイズや重量

xと他の部分のサイズや重量 yとの関係を異なる複数の個体の間で調べると、しばしば 

y＝a x  の式（アロメトリー式）が成立します（a,  は定数）。本論文では、xが幹の断面積，

yが葉量に対応しています。 

＊２）樹形のパイプモデル 

樹形のパイプモデル（Shinozaki et al  1964a,  )とは、樹木の形が満

たすであろうと考えられる概念的なデザインを次のように説明したも

のです。 (1)樹木が光合成をするためには、単位量の葉（右図の濃い〇）

の 々が、一定の太さの水の通り道となるパイプ（右図の実線）を持っ

ているはず、(2)下側の幹内部には、樹木の成長過程で落ちてしまった

枝葉（右図の点線）用の使われなくなったパイプが残されているが、生

きた枝のすぐ下（右図の矢印）のパイプの断面積の総和は樹木の葉の総量に比例するだろう、

といった内容です。実際の樹木は必ずしもこのような構造となっておらず、一本一本のパイ

プが存在するわけでもありません。しかし、光合成をする樹木が必要とするであろう樹形の

基本構造をうまく説明しています。 
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＊3）「擬似パイプモデル」の名称 

本論文では、樹冠基部の幹断面積の実測値が得られないためにパイプモデルのアロメトリー

で葉量を推定することができない森林での葉量推定を目的としています。樹木の樹冠基部の

幹断面積の代替値は、樹高、樹冠基部の地上高、およ 地上 1 3m の高さの幹の太さの測定

値から計算します。この代替値と葉量との間のアロメトリー式は、パイプモデルのアロメト

リーとは計算方法が異なっています。したがって、通常のパイプモデルのアロメトリー式と

明確に 別するために、擬似パイプモデル quasi‑Pipe model（略して qPipe model）のア

ロメトリーと呼んでいます。 
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